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 町会・自治会長さんはじめ、各組織・団体代表者の協力に

より、平成２５年１１月２８日に「市東第一小学校区小域福

祉ネットワーク」を設立しました。 

活動目的は、高齢化率・

少子化率の高くなった今

日、地域の皆さん同士が「助

け合い・支え合い」の組織

をつくり、連携することで、

「安心・安全」に生活でき

る地域づくりを目指してい

ます。 

早速、５月２７日（火）

に市東第一小学校の児童の安全のため、「マムシ注意」の看板

を全校児童と一緒に立てました。    【会長 三橋 藤平】 

 

  
 日常生活圏としての小学校区を範域とした地域福祉の具体的

な取り組みを推進するため、平成２４年１０月に設置されまし

た。 

 校区内の５町会をはじめ、 

各団体及び個人で構成され、 

地域の様々な課題の把握や 

解決に向けての話し合い、 

小中学校への行事参加など、 

身近な活動から始めており 

ます。 

今後も皆で協力し、人の輪 

と和で地域の繋がりを大切に 

進めてまいりますので皆様方のご協力をよろしくお願いいたし

ます。                                 【会長 内山 勝】 

 

  
 ６月２５日（水）、梅雨の晴れ間と思いきや突然の雷そして雨。そんな天候のなか、潤井戸の茂原

街道沿いに地主さんの協力を頂き、１２名の推進委員が協力して、湿津小学校区小域福祉ネットワ

ークの植栽活動を行いました。 

 車や歩いて通る方、また地域の方々の心が少しでも和んで頂けたらという思いで、マリーゴール

ドの苗一千本を植えました。 

 これからも地域の皆様に、ご協力いただきながら活動を進めていきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。                          【会長 深山 均】 

 

児童と共に活動スタート 

市東第一小学校区小域福祉ネットワーク  

 

地域のつながりを大切に 

市東第二小学校区小域福祉ネットワーク 

 

一千本のマリーゴールド  湿津小学校区小域福祉ネットワーク 
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ら
た
が
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」
発
行
に
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せ
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平
成
２５
年
度
に
発
足
し
た
市

津
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
略

称
・
地
区
社
協
）
は
、
皆
様
方
の

温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
き
２
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
本
年
度
も
地
域
に
密
着
し

た
社
会
福
祉
の
充
実
を
目
途
に

業
務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

こ
の
施
策
を
実
現
す
る
た
め
、

地
区
内
３
小
学
校
区
に
小
域
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
置
さ
れ
、

地
区
社
協
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に 

 

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。 今

年
度
も
敬
老
会
、
福
祉
バ
ザ

ー
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
そ
し
て
心

配
ご
と
相
談
な
ど
の
事
業
を
展

開
し
つ
つ
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
を
念

頭
に
、
皆
で
支
え
合
い
、
助
け
合

っ
て
心
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
更
な
る
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

市
津
地
区
の
皆
様
に
は
、
各
町

会
・
自
治
会
の
運
営
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

近
年
、
地
震
、
台
風
、
集
中
豪

雨
、
竜
巻
な
ど
に
よ
る
大
規
模
自

然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
者
や
子
供
を
対
象

と
し
た
詐
欺
や
ネ
ッ
ト
犯
罪
等

の
事
件
・
事
故
も
跡
を
絶
ち
ま
せ

ん
。 事

件
・
事
故
を
未
然
に
防
止

し
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、 

普
段
か
ら
家
族
で
話
合
い
、
備
え

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が
連
携

し
て
防
災
・
防
犯
対
策
を
講
じ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
地
区
社
協
、
と

り
わ
け
、
小
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
民
生
・
児
童
委
員
の
役
割
と

活
動
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

町
会
長
会
と
し
ま
し
て
も
、
行

政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
引

き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

小
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
強
化 

市
津
地
区
社
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福
祉
協
議
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６月２９日（日）市津公民館で、更生 

保護女性会主催のミニ集会「地域で子ど 

もを守るためには」を開催しました。 

講師は小野寺百合子先生（元婦警）、 

９０名の参加をいただきました。 

体験として、子どもたちと向き合って 

話し合いをしている立場上、「子どもの心を読み取る、子どもの話をよく

聞き家庭で話し合いをする、その場合まじめに話を聞いて、又ユーモアを

入れて話し合う、親は子どもに対して子どもの大切な心をよく読み取って

対応していく。」というお話をいただきました。 

講義の後、市東第一小の河野校長から、「地域で子どもたちを守ること

に対して、学校としても検討しています。地域に対して現社会では注意も

大切ですが、情報として話し合うことも大切であり、子どもは社会の宝で

す。家庭、学校、地域が一体となり、いじめのない社会をつくり、子ども

たちを守りたい。」と発言がありました。       【山本 八重子】 

 

「むつみ会」は男性唯一の会で１２名のグル 

ープです。道路脇の草刈、潤井戸青年館の屋 

根のペンキ塗り、植木の刈込等の活動も行っ 

ています。 

又、青年館の敷地内に子安様と馬頭観音の 

碑がまつられています。（馬頭観音とは戦地で

活躍し命をおとした馬で、馬の持ち主の名前が刻まれています。） 

３０年以上続けている活動、これからも続けていただきたいと願っていま

す。                          【枝川 国子】 

 

平成２６年８月１日              市津地区社会福祉協議会                        第６号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(市津地区) 
世帯数   ５，９２４ 世帯 

人 口 １３，７９１ 人 

男    ６，９２２ 人 

女    ６，８６９ 人 

平成２６年７月１日現在 

 

編
集
後
記 

今
年
度
か
ら
市
津

地
区
を
皆
様
方
に
よ

り
よ
く
知
っ
て
頂
く

為
に
、
地
区
の
紹
介
を

し
て
い
き
ま
す
。 

１
回
目
は
、
勝
間
・

高
倉
・
誉
田
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
で
す
。
ま
た
、
年

間
の
行
事
予
定
も
載

せ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

意
見
、
ご
感
想
を
お
寄

せ
下
さ
い
。 

 

廣
瀬 

義
江 

広
報
委
員 

山
本 

富
彦 

 
 

 
 

野
城 

功 

廣
瀬 

義
江 

 
 

 

今
泉 

敬
士
郎 

加
治
木 

み
ち
子 

 

山
本 

八
重
子 

日
野 

静
枝 

 
 

星
野 

剛 

山
田 

能
里
子 

 

大
久
保 

和
子 

 

環
境
を
守
る 勝

間
町
会 

 

会
長 

澤
田
恒
雄 

 四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
産
業
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
多
発
地
域
で

自
然
破
壊
、
環
境
悪
化
が
目
立
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
グ
イ
ス

ラ
イ
ン
の
開
通
に
よ
り
、
車
の
通

行
量
が
大
幅
に
増
え
、
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
も
多
く
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
環
境
美
化
と
地
域
の

生
活
環
境
を
守
ろ
う
と
、
平
成

１１
年
に
「
環
境
を
守
る
会
」
を

立
ち
上
げ
、
委
員
１０
名
で
構
成

し
、
毎
月
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
清
掃
、
未
然
防
止
な
ど
行
っ 

て
き
た
結
果
、
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
は
ほ
ぼ
無
く
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
粗
大
ゴ
ミ
な
ど
の
投
げ
捨

て
が
目
に
つ
く
の
で
、
行
政
と
も

連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
監
視
カ
メ

ラ
も
数
台
設
置
し
ま
し
た
。 

 

又
、
市
内
一
斉
清
掃
デ
ー
と
は

別
に
会
の
主
体
で
春
と
秋
の
２

回
町
内
一
斉
清
掃
を
実
施
中
で

す
。
こ
の
会
も
約
１５
年
が
経
過

し
、
日
々
の
活
動
に
町
民
の
期
待

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン 

誉
田
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
町
会 

 

会
長 

齋
藤
正
巳 

 当
町
会
は
、
現
在
６０７
世
帯
で

約
１４００
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

旧
セ
ン
タ
ー
は
約
３５
年
前
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が

進
み
、
ま
た
耐
震
性
に
問
題
が
あ

る
た
め
、
昨
年
４
月
の
定
例
総
会

に
お
い
て
建
て
替
え
が
承
認
さ

れ
、
準
備
を
進
め
今
年
６
月
に
着

工
し
ま
し
た
。 

新
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
が

楽
し
め
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ 

ン
タ
ー
」
と
し
て
機
能
さ
せ
る
施

設
で
、
大
広
間
（
椅
子
席
５０
）、

多
目
的
室
（
図
書
・
映
画
鑑
賞
・

中
会
議
室
）
、
調
理
室
（
料
理
教

室
等
可
能
）
、
町
会
事
務
所
が
配

置
さ
れ
、
こ
の
他
に
誰
も
が
散
歩

の
途
中
気
軽
に
寄
れ
る
サ
ロ
ン

も
作
り
、
建
物
面
積
は
約
６８
坪

で
今
年
１２
月
中
旬
に
完
成
し
ま

す
。 

共
助
の
実
践 高

倉
町
会 

 

会
長 

鴇
田
允
男 

 

市
原
市
の
北
東
部
に
位
置
し
、

千
葉
市
緑
区
土
気
緑
の
森
工
業

団
地
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
町
会

員
数
は
、
４０
世
帯
５
班
で
構
成

さ
れ
、
１２０
名
程
で
す
。
昨
年
の

台
風
２６
号
に
よ
り
市
道
１２０
号
線

が
寸
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
８
月
末

の
復
旧
を
目
指
し
工
事
中
で
す
。 

こ
こ
数
年
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
つ
く
し
の
会
」
の
地
道
な 

努
力
に
よ
り
、
町
会
美
化
と
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
世
帯
高
齢
化

の
現
状
を
考
え
る
と
、
共
助
の
実

践
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

 

小
規
模
な
町
会
で
す
が
、
地
域

で
の
様
々
な
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
、
最
近
始
め
た
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
「
か
ら
っ
茶
の
会
」

も
世
間
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。 

地域で子どもを守るためには 

 

むつみ会 

 

☆行事予定☆ 

日にち 内容 

８月２４日（日） 市民祭り 

８月３１日（日） 防災訓練 

９月２８日（日） 市津地区敬老会 

１０月１２日（日） 市民体育祭 

１０月２６日（日） 福祉バザー 

１月１１日（日） 市津地区成人式 
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